











　『鶴見大学仏教文化研究所紀要』第十四号（平成二十一年四月八日発行）において『普蔵院住番牒』二冊、 『普蔵院輪住誌』一冊、第十六号（平成二十三年三月三十一日発行）において『妙高庵輪住誌』一冊、第十七号（平成二十四年三月三十一日発行）において『洞川庵住番記』 『洞川庵輪住誌』各一冊を翻刻し、それに対応する『總持寺住山記』を掲げ、 その実情と問題点を考察した。ここではこれらに引き続き『伝法庵輪住帳』 『伝法庵輪住誌』各一冊を翻刻し、あわせてこれに対応する『總持寺住山記』を掲げ、その実情と問題点を考察する。なお伝法
庵の輪住関係で、 『
當山






らなる。第一冊の『伝法庵輪住帳』は縦三四・〇糎、横一九・二糎で、前欠であるが元和六年（一六二〇）から文政六年（一八二三）まで、二百三年間の記録である。また第二冊の『伝法庵輪住誌』は縦三四・五糎、横 九・一糎で、政七 から明治 年（一八七〇）まで四十七年間の記録である。両者は年代的には欠落なく二百 十年間継続しているが、表題も異なり表記法も違っている。また前者は罫線がなく 後者は有罫であることなどを考えると あるいは本来異なった二種の輪住帳であったかも知れない。　
なお『伝法庵輪住帳』は巻首から承応元年（一六五二） 、寶祥寺玄國秀頓和尚まで一筆であり、その後も何人かの
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ことができる。これから『伝法庵輪住誌』の末尾明治二年（一八六九）八月入院した羽後秋田最禅寺［恵海］仏天まで、前述したように二百五十年にわたる輪住記録である。その間二十五年の欠住があり、伝法庵に輪住したのは二百二十五名であるが、 三州宗源寺大振喝用 （總持寺二五八五三世） は明和五年 （一七六八） と寛政十二年 （一八〇〇）に二回輪住している。　
また伝法庵輪住者二百二十五名中、總持寺に出世したものは、現在判明している限りにおいて百三十二名＝




























































































































































































































































※１の寛永六年 （一六二九） 、 ２の明暦元年 （一六五五）
は寺名が征龍寺になっている。
　　　






































































































































































































































































































































































































































































































各一名の通幻（寂霊）派 実峰（良秀）派を除く百七十五名は、大徹派とその派下である。四十六名の源翁派は下野泉渓寺、伯州退休寺代住の美作化生寺、伯耆退休寺、佐渡東光寺、陸奥常在院 示現寺、羽州正法寺・永泉寺・最禅寺の九ヶ寺から輪住し が、太源派の二名は文化十一年（一八一四） 、羽州山形光禅寺補充の羽州金勝 大素慧元、および文政十年（一八二七） 羽州山形法祥寺代勤の羽州福昌 無学頓了である。また通幻派一名は文政九年（一八二六） 、 摂州朝川寺代勤の摂州龍海寺豊洲であり、 実峰派の一名は明治元年 （一八六八） 、 能登千光寺諦道である。　
これらを除く百七十五名の大徹派とその派下 大徹（宗令）派五十七名、竺山（得仙）派三十四名、天巖
（宗越）派三十二名、日山（良旭）派二十六名、大成（宗林）派八名、誾堂（良誾）派七名 春巖（祖東）派五名、普門 元三 五名 月江（応雲）派一名となっている。　
次に輪住回数（代住を含む）であるが、最も多く輪住したのは九回の遠江大興 、摂津大広寺、陸奥示現寺の ヶ
寺であるが、このうち示現寺のみはすべて自ら輪住している。また大広 は一回（享和二年播磨花岳寺＝竺山派） 、大興 は四回（享保五年駿河宗乗 安永四年遠江長興寺・天明七年興嶽 ・寛政十一年般若寺）代住させている。　
また八回輪住したのは三河宗源寺、丹波太寧寺、出羽竜門寺・法祥寺・光禅寺 五ヶ寺であるが、宗源 と大寧寺










住している。化生寺 一回（延享四 〈一七四六〉 ）伯耆退休 の代住をしている。　
次に三回は武蔵白泉寺、駿河宗乗寺・富洞院、遠江長興寺 般若 ・興嶽寺、能登覚皇院、越中立川寺の八ヶ寺で




瑞祥寺のみすべて自ら輪住している。しかし全久寺二回（元文二年〈一七三七〉 、文政元年〈一八一八〉 ） 、瑞応寺二回（正徳三年〈一七一三〉 、寛政六年〈一七九四〉 ） 、康全寺 回（貞享 年〈一六八六〉 、明和四年〈一七六七〉 ）はいずれもすべて三河瑞泉寺の代住として輪住している。また能登永福寺は寛永十六 （ 三九） 武蔵白泉寺名代、天巌派として輪住しているが、能登松岩寺は寛文八年（一六八八） 、羽州竜門寺名代として、元禄十二年（一六九九には、同じく羽州竜門寺名代として、能登永福寺・千寧寺 共に山内塔頭）と共に輪住しているが、いずれも門派名の部分 欠住となっている。　
最後に一回であるが、尾張祇園寺、摂津竜海寺、大隅瑞光寺、能登千光寺・千寧寺、佐渡東光寺、出羽金勝寺・福
昌寺の八ヶ寺である。祇園寺・瑞光寺・千光 ・東光寺は自ら輪住している。しかし龍海 文政九年（一八二六）摂津朝川寺、金勝寺は文化十一年（一八一四）出羽光禅寺、 昌寺は文政十年（一 二七 出羽法祥 の 住として輪住している。また千寧寺 （山内塔頭） は前にも触れた通り 元禄十二年 九九 名代 松岩寺・永福寺と共に輪住しており、門派名の部分は欠住となっている。
【注記】
（１）栗山泰音『總持寺史』五四五頁参照。（２）尾張鳴海瑞泉寺と地名が同じであるからなんらかの関係があるかも知れない。
